
 

                                       

「新潟県における検診発見前立腺癌の実態調査」へのご協力のお願い 
 

このたび当院では、新潟県における検診発見前立腺癌の実態調査のために、患者さんの診療情報を

用いた下記の研究を実施いたしますので、ご協力をお願いいたします。 

 

【研究の目的】 

新潟県内で前立腺癌の診断を行っている病院の協力のもと、前向きに 1 年間の新規前立腺癌症例の

診断時所見を調査し、発見契機が検診（または人間ドック）の症例とそれ以外の症例の比較を行い、

検診症例で実際に、より早期の癌が発見されているかを検証することで、新潟県の前立腺がん検診の

有用性を評価することです。 

 

【研究の対象・期間】 

2019 年 10 月 1 日から 1 年間に、新たに前立腺がんと診断された方です。 

 

【研究の方法・利用する診療情報】 

新たに前立腺癌と診断された患者さんの年齢、主訴（PSA 測定契機）、PSA、グリソンスコア、TNM

分類，等。PSA 測定契機とは「そもそもその PSA は何をきっかけに測定されたのか？」です。前立腺

がんと診断される直前ではなく、いちばん最初の PSA を調べるきっかけです。 

 

【研究の予想される利益（効果）・不利益（副作用）について】 

 この研究は診療録等から情報を抽出して解析を行う研究で，介入および侵襲を伴わないことから，

治療上の利益，不利益が生じることはありません。 

 

【研究に参加された方のプライバシー保護について】 

 この研究に参加された方の秘密保護に十分配慮し、特定の個人を識別することができないよう符号

もしくは番号を付与して匿名化します。対応表は当施設責任者が保管し、施設外に個人を識別するこ

とができる情報の持ち出しは行いません。本研究結果が公表される場合にも、参加された方の秘密は

守られます。また本研究の目的以外に、本研究で得られた情報を利用しません。 

 

【研究への自由意思による参加について】 

この研究に参加するかあるいはしないかは、あなたの自由な意思で決めることができます。たと

え、研究への参加をお断りになっても、その後の治療などに不利益を受けることはありませ。この研

究について研究計画や関係する資料・ご自身に関する情報をお知りになりたい場合，また本研究への

協力を望まれない患者さんは、以下の問合せ先へご連絡をお願いします。 

 

【研究の主体および問い合わせ先】 

新潟大学大学院医歯学総合研究科腎泌尿器病態学分野（泌尿器科） 

冨田 善彦 笠原 隆 星井 達彦 

住所：新潟県新潟市中央区旭町通 1 番町 757 番地 

電話：025-227-2289（泌尿器科研究室） 


